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信
濃

川
下

流
域

の
課

題
～

豪
雨

災
害

の
教

訓
～

新
潟

大
学

災
害

・
復

興
科

学
研

究
所

所
長

丸
井

英
明

平
成

25
年

7月
5日

水
害

に
強

い
信

濃
川

下
流

域
づ

く
り

推
進

協
議

会
第

1回
幹

事
会

1

問
題

意
識

：

近
年

、
世

界
各

国
で

異
常

気
象

に
起

因
す

る
と

考
え

ら
れ

る
豪

雨
災

害
が

頻
発

し
て

お
り

、
洪

水
氾

濫
や

土
砂

災
害

の
件

数
や

規
模

が
増

大
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
各

国
共

に
困

難
な

財
政

状
況

を
背

景
に

、
公

共
事

業
予

算
の

削
減

の
傾

向
が

強
く
、

防
災

事
業

と
い

え
ど

も
公

共
投

資
が

ま
ま

な
ら

な
い

状
況

に
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
状

況
下

で
、

洪
水

災
害

や
土

砂
災

害
に

よ
る

深
刻

な
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

に
は

、
何

が
必

要
で

あ
ろ

う
か

。

信
濃

川
下

流
域

に
関

し
て

、
ハ

ー
ド

面
と

ソ
フ

ト
面

の
両

面
か

ら
適

切
な

施
策

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2

戦
後

の
水

害
に

よ
る

死
者

と
被

害
額

の
推

移
（防

災
学

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

）

第
二

次
世

界
大

戦
以

降
の

日
本

の
洪

水
災

害
の

変
遷

：

3

水
害

被
害

額
及

び
資

産
水

害
密

度
の

推
移

（
平

成
11

年
版

建
設

白
書

）

＊
治

水
施

設
の

整
備

の
進

展
の

結
果

、
水

害
に

よ
る

浸
水

面
積

は
減

少
。

＊
水

害
・
土

砂
災

害
の

被
害

額
は

減
少

し
て

い
な

い
。

＊
市

街
地

の
拡

大
等

に
よ

り
、

土
砂

災
害

等
の

危
険

箇
所

が
増

加
。

＊
資

産
の

集
積

に
よ

り
被

害
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

増
大

。
＊

浸
水

面
積

当
り

の
水

害
・
土

砂
災

害
被

害
額

が
大

幅
に

増
加

。 4

2



地
盤

の
大

半
が

洪
水

時
の

水
位

よ
り

低
い

日
本

の
大

都
市

の
状

況
5

日
本

の
国

土
基

盤
の

現
状

：

＊
台

風
、

梅
雨

な
ど

に
よ

り
洪

水
が

発
生

し
易

い
モ

ン
ス

ー
ン

気
象

条
件

＊
急

峻
な

地
形

条
件

、
脆

弱
な

地
質

条
件

＊
洪

水
災

害
や

土
砂

災
害

を
受

け
易

い
国

土
基

盤

＊
国

土
の

約
75

％
が

山
地

で
あ

り
、

運
搬

さ
れ

た
土

砂
が

堆
積

し
た

沖
積

平
野

に
多

数
の

人
口

が
居

住
し

、
社

会
・
経

済
活

動
が

営
ま

れ
て

い
る

＊
平

野
部

の
多

く
は

洪
水

時
の

河
川

の
水

位
よ

り
も

低
く
、

洪
水

発
生

時
に

広
い

地
域

が
氾

濫
に

見
舞

わ
れ

る
＊

氾
濫

危
険

区
域

の
面

積
は

国
土

の
10

％
に

相
当

し
、

そ
こ

に
人

口
の

1/
2、

資
産

の
3/

4が
集

中
し

て
い

る

＊
欧

米
諸

国
で

は
、

河
川

に
比

し
て

地
盤

の
高

い
洪

積
平

野
が

多
い

。
＊

洪
水

氾
濫

は
殆

ど
が

農
地

。
＊

河
川

の
流

路
が

長
く
勾

配
が

緩
い

。
洪

水
被

害
は

局
所

的
・
限

定
的

。
6

水
害

被
害

の
推

移
(建

設
省

河
川

局
水

害
統

計
、

1
9
8
3
)

国
土

荒
廃

期
に

お
け

る
被

害
：

＊
19

45
～

19
59

ま
で

(大
戦

後
15

年
間

）
死

者
数

が
際

立
っ

て
多

い
毎

年
10

00
名

以
上

の
死

者
数

＊
19

61
年

以
降

水
害

に
よ

る
死

者
数

は
激

減

＊
19

50
年

代
ま

で
破

堤
に

よ
る

大
氾

濫
＊

19
60

年
代

以
降

大
河

川
堤

防
の

決
壊

激
減

＊
19

70
年

代
以

降
崖

崩
れ

、
土

石
流

に
よ

る
死

者
過

半

7

終
戦

直
後

の
国

土
の

荒
廃

状
況

19
45

年
三

河
地

震
（
死

者
23

06
人

）
枕

崎
台

風
（
死

者
37

56
人

）
19

46
年

南
海

地
震

（
死

者
14

43
人

）
19

47
年

福
井

地
震

（
死

者
38

58
人

）
カ

ス
リ

ー
ン

台
風

（死
者

19
03

人
）

19
53

年
前

線
性

豪
雨

（
死

者
10

13
人

）
南

紀
豪

雨
（
死

者
11

24
人

）
19

54
年

洞
爺

丸
台

風
（
17

61
人

）
19

59
年

伊
勢

湾
台

風
（
50

89
人

）
－

防
災

行
政

の
急

速
な

展
開

19
60

年
治

山
治

水
緊

急
措

置
法

風
水

害
に

対
し

国
土

保
全

を
強

力
に

推
進

！
19

62
年

災
害

対
策

基
本

法
－

防
災

基
本

計
画

、
地

域
防

災
計

画

19
60

年
代

以
降

、
自

然
災

害
に

よ
る

被
害

は
激

減
。

19
95

年
ま

で
、

自
然

災
害

に
よ

る
年

間
死

者
数

は
千

人
を

超
え

ず
。

8
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防
災

か
ら

減
災

へ
！

治
山

治
水

事
業

が
日

本
の

国
土

に
一

定
程

度
行

き
渡

っ
た

た
め

、
大

き
な

被
害

は
あ

ま
り

発
生

し
な

く
な

っ
た

。

19
80

年
代

以
降

は
、

災
害

被
害

の
減

少
傾

向
が

見
ら

れ
な

く
な

る
。

さ
ら

に
被

害
を

減
ら

す
た

め
に

は
、

そ
れ

ま
で

よ
り

も
多

大
の

投
資

が
必

要
。

ハ
ー

ド
な

施
設

に
よ

る
完

全
な

「
防

災
」か

ら
、

一
定

の
被

害
の

発
生

を
許

容
し

ソ
フ

ト
で

対
応

す
る

「
減

災
」へ

の
方

針
転

換
！

9

自
然

災
害

の
リ

ス
ク

の
変

容

19
95

年
阪

神
・
淡

路
大

震
災

（死
者

64
36

人
/経

済
被

害
約

10
兆

円
）

被
害

は
小

規
模

で
あ

る
が

、
し

ば
し

ば
発

生
す

る
災

害
の

リ
ス

ク

低
頻

度
で

あ
る

が
、

壊
滅

的
な

被
害

を
も

た
ら

す
災

害
の

リ
ス

ク

更
な

る
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
の

防
災

投
資

の
あ

り
方

は
？

ー
高

頻
度

の
災

害
に

対
し

て
は

、
防

災
投

資
の

効
果

が
明

瞭
。

ー
低

頻
度

の
災

害
に

対
し

て
は

、
防

災
投

資
の

効
果

が
不

明
。

災
害

リ
ス

ク
の

高
い

地
域

へ
の

防
災

投
資

の
集

中
！

10

新
潟

地
域

の
近

年
の

洪
水

災
害

：
上

越
地

方
、

関
川

・
姫

川
氾

濫

北
陸

建
設

弘
済

会
(2

0
04

),
ほ

っ
と

・
ほ

く
り

く
臨

時
増

刊11

北
陸

建
設

弘
済

会
(1

9
9
8
),
 ホ

ロ
マ

臨
時

増
刊12

4



平
成

1
2
年

7
・
1
5
水

害

北
陸

建
設

弘
済

会
(2

0
0
4
),
 ほ

っ
と

・
ほ

く
り

く
臨

時
増

刊13

北
陸

地
方

整
備

局
資

料
14

15
16

5



＊
都

市
域

に
お

け
る

災
害

対
応

を
ど

の
よ

う
に

考
え

る
か

？

極
度

に
人

口
集

中
／

総
合

的
防

災

都
市

の
内

包
す

る
リ

ス
ク

都
市

の
社

会
基

盤
施

設

災
害

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

防
災

・
減

災
機

能
の

発
揮

都
市

の
生

活
空

間
安

心
・
安

全
な

生
活

空
間

の
確

保

都
市

域
に

お
け

る
洪

水
災

害
の

軽
減

に
向

け
て

：

17
18

19

近
年

多
発

す
る

豪
雨

災
害

の
教

訓
と

課
題

！

●
19

90
年

代
以

降
、

世
界

各
地

で
極

端
な

豪
雨

に
よ

る
深

刻
な

洪
水

災
害

・
土

砂
災

害
が

頻
発

す
る

傾
向

に
あ

る
。

●
的

確
な

洪
水

対
策

施
設

整
備

は
相

応
の

効
果

を
発

揮
す

る
。

●
施

設
整

備
に

よ
る

洪
水

対
策

に
は

限
界

が
あ

り
、

危
険

性
の

伝
達

、
認

識
に

よ
る

速
や

か
な

避
難

に
よ

る
人

命
の

安
全

確
保

が
必

要
。

●
将

来
起

こ
り

う
る

大
規

模
洪

水
災

害
に

備
え

、
行

政
・
住

民
・
報

道
機

関
の

間
で

平
常

時
か

ら
災

害
危

険
度

に
関

す
る

的
確

な
共

通
理

解
を

持
つ

。

信
濃

川
下

流
域

の
安

全
の

た
め

に
！

○
大

河
津

分
水

が
適

正
に

機
能

す
る

こ
と

！
○

下
流

域
河

道
に

お
い

て
所

要
の

断
面

を
確

保
す

る
こ

と
！

○
早

期
警

戒
・
避

難
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

！
20

6



水
害

対
応

に
係

る
知

見
蓄

積
の

た
め

の
A
A
R
手

法
の

提
案

新
潟

大
学

危
機

管
理

室

田
村

圭
子

1

「水
害

に
強

い
信

濃
川

下
流

域
作

り
」
と

は

•
事

務
局

か
ら

の
「最

近
の

国
交

省
の

取
り

組
み

」を
お

聞
き

し
て

・・
・

現
在

の
重

点
化

対
策

と
は

•
中

小
河

川
へ

の
対

応

•
破

堤
に

よ
る

氾
濫

水
害

の
増

加
 

水
防

法
の

改
正

に
よ

る
防

災
情

報
の

充
実

、
連

携
強

化

•
都

市
部

へ
の

対
応

•
不

浸
透

域
の

増
大

や
地

下
空

間
の

利
用

に
よ

る
被

害
の

顕
在

化
 

特
定

都
市

河
川

浸
水

被
害

対
策

法
、

1
0
0
m
m
/h

安
心

プ
ラ

ン
に

よ
る

ハ
ー

ド
対

策
の

充
実

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

同
時

多
発

水
害

か
ら

広
域

大
規

模
水

害
へ

と
至

る
水

害
の

被
害

を
流

域
関

係
機

関
で

協
働

し
軽

減
す

る

1
.

「被
害

が
顕

在
化

し
な

い
よ

う
に

対
策

を
実

施
す

る
」

2
.

「
被

害
が

顕
在

化
し

た
ら

ど
の

よ
う

に
対

策
す

る
か

」

•
防

災
に

携
わ

る
個

人
・
機

関
の

状
況

認
識

を
事

前
か

ら
統

一
し

、
発

災
後

の
統

合
的

な
戦

略
を

構
築

す
る

•
「い

の
ち

を
守

る
」こ

と
を

念
頭

に
、

個
人

／
世

帯
、

組
織

の
避

難
行

動
の

質
を

高
め

る

2

A
ft
er
 A
ct
io
n
 R
ev
ie
w

手
法

の
提

案

•
任

務
遂

行
後

の
報

告
・
検

証
の

た
め

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
イ

ベ
ン

ト
（
災

害
を

含
む

）
の

対
応

従
事

者
に

よ
る

分
析

の
過

程

–
「
何

が
起

こ
っ

た
か

」

–
「な

ぜ
起

こ
っ

た
の

か
」

–
「
よ

り
よ

い
対

応
の

可
能

性
は

あ
っ

た
の

か
」

•
米

国
陸

軍
は

伝
統

的
に
A
A
R
を

行
っ

て
き

た
。

現
在

は
、

兵
役

や
N
P
O

に
お

い
て

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

ビ
ジ

ネ
ス

で
は

知
識

管
理

の
ツ

ー
ル

と
し

て
、

ま
た

説
明

責
任

に
お

い
て

活
用

さ
れ

て
い

る
。

•
A
A
R
は

専
門

家
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

、
対

応
従

事
者

の
対

応
を

「
自

己
評

価
」
す

る
も

の
で

あ
る

。
•

A
A
R
の

サ
イ

ク
ル

を
確

立
し

、
災

害
対

応
の

知
見

を
組

織
や

地
域

の
知

恵
と

す
る

仕
組

み
を

確
立

す
る
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茂
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岡
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間

降
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量
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潟
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雨
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村
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救
助
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の
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用

地
域

）
H
1
6
・・

新
潟

県
長
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市

、
三

条
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、
見
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、
中
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、
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、
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、

和
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村
H
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・新
潟

県
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潟
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、
三

条
市

、
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、
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千
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加
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、
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、
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、
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蒲

原
郡

阿
賀

町
、

長
岡

市
、
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附

市
、

上
越

市
、

阿
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野
市
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死
亡
/行

方
不

明
の

発
生

要
因

パ
タ
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ン

１
パ

タ
ー

ン
２

パ
タ
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ン

３
パ

タ
ー

ン
４

家
屋

倒
壊
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せ
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よ
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、
家

屋
倒

壊
さ

せ
る

威
力

は
な

い

流
速

は
早

い
が

家
屋

倒
壊

さ
せ

る
威

力
は

な
い

土
砂

災
害

が
発

生

倒
壊

し
た

家
屋

内
で

死
亡

屋
外

で
被

災
。

徒
歩

/
車

で
移

動
中

に
死

亡

  
避

難
支

援
者

が
お

ら
ず

自
室

で
死

亡
。

土
砂

災
害

に
よ

り
死

亡

H
1
6
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水
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5
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H
2
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年

水
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名

死
亡

・
行

方
不

明

外
力

の
状

況

被
災

の
状

況

パ
タ

ー
ン

３

パ
タ

ー
ン
4

破
堤

し
な

か
っ

た
何

と
か

避
難

し
た

浸
水

深
が

低
い

対
応

が
よ

か
っ

た

7

避 難 し た 理 由

H
2
3
水

害
評

価
：
自

助
・
共

助
に

は
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

（
新

潟
県

調
査

よ
り

）豪
雨

災
害

時
の

避
難

行
動

に
関

す
る

住
民

意
識

・
実

態
結

果

•
避

難
・
災

害
の

情
報

を
収

集
し

、
避

難
行

動
の

是
非

を
自

ら
判

断
す

る

•
住

居
/滞

在
場

所
に

危
険

が
迫

れ
ば

避
難

行
動

を
開

始
す

る

避
難

し
な

か
っ

た
理

由
5
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4
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自
宅

が
安

全
だ

と
思

っ
た

自
宅

に
い

る
こ

と
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安

避
難

勧
告

の
発

令

雨
の

降
り

方
の

違
い

消
防

団
か

ら
の

勧
め

自
治

会
長

・
区

長
の

勧
め
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H
2
3
水

害
評

価
：
H
1
6
に

比
べ

て
、
H
2
3
は

・
・
・

•
H
2
3
水

害
評

価
①

辛
く
も

被
害

が
出

な
か

っ
た

•
県

内
の

広
範

囲
が

長
時

間
豪

雨
に

見
舞

わ
れ

た
た

め
、

同
時

多
発

災
害

が
発

生
す

る
危

険
が

あ
っ

た
•

も
っ

と
も

浸
水

被
害

が
お

お
き

か
っ

た
三

条
市

は
、
H
1
6
後

、
大

規
模

な
河

川
改

修
が

進
ん

で
お

り
、

「
破

堤
」
し

な
か

っ
た

た
め

、
家

屋
倒

壊
す

る
よ

う
な

被
害

が
で

な
か

っ
た

•
H
2
3
水

害
評

価
②

（大
き

な
河

川
沿

い
で

は
）大

規
模

破
堤

が
起

こ
る

可
能

性
が

あ
っ

た
•

信
濃

川
や

阿
賀

野
川

で
は

大
規

模
氾

濫
の

危
険

性
が

あ
っ

た

•
H
2
3
水

害
評

価
③

（山
と

川
が

迫
っ

て
い

る
せ

ま
い

地
域

で
は

）土
砂

災
害

に
よ

る
死

者
の

発
生

の
危

険
性

が
あ

っ
た

–
ど

こ
に

逃
げ

れ
ば

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

•
地

域
が

せ
ま

く
、

川
＋

道
路

 
被

害
、

山
が

せ
ま

っ
て

い
て

逃
げ

る
ス

ペ
ー

ス
が

ほ
と

ん
ど

な
い

）
•

最
も

安
全

な
の

は
、

地
域

か
ら

バ
ス

な
ど

で
長

距
離

避
難

す
る
 

あ
ま

り
現

実
的

で
は

な
い

•
H
2
3
水

害
評

価
④

公
助

の
体

制
に

課
題

が
あ

っ
た

–
豪

雨
が
3
日

に
わ

た
っ

て
続

き
、
2
日

目
の

夜
に

小
康

状
態

に
な

っ
た

の
で

、
要

員
の

交
代

等
を

実
施

し
た

た
め

、
県

・市
町

村
と

も
手

薄
に

な
っ

た
と

こ
ろ

に
発

災
が

顕
在

化
し

た
。
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水
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時
多

発
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危
険
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を

予
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し
、

関
係

機
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で
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で

き
る

よ
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な
、

気
象
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、
被

害
情

報
の

可
視

化
の

仕
組

み
づ

く
り

•
地

域
特

性
に

応
じ

た
避
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の

仕
方

の
検

討

–
大

規
模

破
堤

・氾
濫

が
予

測
さ

れ
る

地
域

–
水

害
・土

砂
災

害
の

ダ
ブ

ル
で

不
安

が
あ

る
地

域

•
長

期
化

に
対

応
し

た
行

政
対

応
体

制
の

整
備
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地
域

防
災

力
を

高
め

る
た

め
の

洪
水

予
測

シ
ス

テ
ム

山
本

隆
広

長
岡

工
業

高
等

専
門

学
校

20
13

年
7月

5日

1

平
成

２
３

年
新

潟
・

福
島

豪
雨

を
受

け
た

北
陸

地
方

整
備

局
の

調
査

⇒
地

方
自

治
体

が
洪

水
予

測
に

基
づ

く
情

報
提

供
を

望
む

洪
水

予
測

シ
ス

テ
ム

の
技

術
的

な
課

題

•
実

況
降

水
の

高
分

解
能

高
精

度
推

定
と

降
雨
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測
技

術
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モ
デ
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造
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デ
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ラ
メ
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善
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善
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情
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デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
在
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

立
ヶ

花

豪
雨

域

5

ま
と

め

•
洪

水
予

測
は

水
防

活
動

の
有

力
な

ツ
ー

ル
の

一
つ

に
な

り
得

る
か

？

•
計

算
上

、
任

意
の

場
所

の
河

川
流

量
や

水
位

を
示

す
こ

と
が

で
き

る
。

•
洪

水
予

測
を

中
小

河
川

で
行

う
場

合
、

観
測

デ
ー

タ
が

不
足

し
て

い
る

。

•
そ

の
た

め
検

証
を

行
う

こ
と
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困

難
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あ
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。

•
た

だ
し
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モ

デ
ル

の
出

力
結

果
を

利
用

し
た

洪
水

リ
ス

ク
の

予
測

は
可

能
か

も
し

れ
な

い
。

6

13



農地を活用した流出抑制について 

                                  三沢眞一 

 

  １．信濃川下流域の治水対策 

① 外水対策 

堤防の拡幅、かさ上げなどで通水能力のアップをはかる   

問題：上流域で整備が進むと計画洪水量が多くなり、それに対応しなければなら

ない。 

   （五十嵐川の場合、JR 信越線との交差地点の拡幅工事が経済的に不利で

あったため、流域貯留「笠掘ダムのかさ上げ、農地を利用した遊水地」で

対応することになった） 

   （刈谷田川の遊水地は、刈谷田川下流の破堤を防いだだけでなく、信濃川 

    下流域における破堤を防いだ可能性もある） 

→上・中流との連携なしで下流域の治水は語れない。 

 

② 内水対策 

     信濃川下流域では、白根郷、亀田郷、西蒲原郷、新津郷などポンプ排水に依存

している地域が多い。このような地域では内水氾濫対策が必要 

    信濃川、中の口川の水位が危険な状態では、ポンプに排水規制がかかる。 

      外水氾濫被害＞内水氾濫被害  なので、当然ではあるが、 

     そのことも考慮に入れて、内水氾濫対策を考えなければならない。 

    信濃川下流域の排水機場の大半は農業水利事業で建設されたもの 

      →農地を水害から守る目的で建設されている。 

       （かんがい排水事業による排水計画では 1/10 確率雨量に対処 

かつ、水稲に関しては 24 時間 30cm 湛水は許容）  

     農地防災事業に関しては、1/50 確率雨量に対処 

     湛水防除事業は、農地防災事業の一つ 

      もともとは、農地以外の水害に備えたものではないのに、ポンプ場の建設に

より、農地転用が行われ、開発が進むようになった。 

       開発が進み、流出が大きくなると被害が出て、湛水防除事業が行われる。 

     註：湛水防除事業は、立地条件の変化により湛水被害を生ずる恐れのある地域

において行う事業で、排水機、排水樋門、遊水池等貯留施設、地下浸透施

設、排水路、堤防等の新設および改修によって湛水排除の恒久対策を講ず

ることを目的とした事業 
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 ２．農地を用いた流出抑制 

  農地を活用した流出抑制には以下があげられる。 

① 遊水地 

      刈谷田川、五十嵐川       

② 田んぼダム 

      新潟県内で約 10,000ｈａ、全国各地で取り組みが始まっている。 

③ 氾濫常襲農地 （意識的に流出抑制しているわけでなく、地形条件、排水条件な

どで、頻繁に湛水する農地）  

      

   遊水地は地形的に考えて河川上流部で有効、ダムに比較して経済的、短時間で効果

を発揮できる。農地としても活用継続できる。 

 実施の際はごみ対策などのほか、大区画化など整備の提案もありではないか。 

 

   田んぼダムは、水田であれば、どこでも可能。しかし効果は水田面積率が大きいほ

ど高い。したがって、信濃川下流域など、内水氾濫対策に有効ではないか。 

    近年、圃場整備が進んでいるが、整備によって汎用化水田（稲以外の畑作物も栽

培が可能になるように湛水を許容しない水田） に変えているため、圃場整備後は

流出抑制機能は落ちている。 

田んぼダムは、個々の水田で抑制装置の設置が可能であるため、水稲栽培の水田

だけに設置することが可能である。水田の排水計画では、もともとは 24 時間、30cm

の湛水は許容しているため、雨水貯留機能を持っていたが、圃場整備することによ

ってこの機能は低下してしまう。それを補償する意味で田んぼダムは有効である。 

 

氾濫常襲農地では、大雨が降るたびに湛水するため作付できる作物が制限され、

かつ水害の被害を受けやすいため、農地としては質の低い農地であるが、見方を変

えれば、洪水を貯留する機能を持っており、そこが湛水することによって、他の所

が湛水被害を免れている。 

このような地帯を、転用したら治水安全度が落ちてしまうので、この氾濫常襲農

地を氾濫常襲地として保全することが重要ではないか。 

信濃川下流部のように洪水時、ポンプ排水に依存している地域の内水氾濫対策と

して、有効ではないか。 

地役権の買収によって土地利用を農地だけに制限するとか、転作免除措置を行う

などのことを考慮したらどうか。 

（亀田郷では、鳥屋野潟周辺など最も標高の低い土地が開発されたため、そこの

湛水機能がなくなっただけでなく、水害に弱い地域になった。ポンプ依存度の増加） 

流域に調整池（バッファー）機能がないと、数十年に１回の洪水のために巨大な

ポンプ場を建設しなければならない。 
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住
⺠
の
⽣
活
ス
ケ
ー
ル
に
⽴
脚
し
た
⽔
害
リ
ス
ク
の
可
視
化

⻑
岡
造
形
⼤
学

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

澤
⽥
雅
浩

sa
w
ad
a@
na
ga
ok
a-
id
.a
c.
jp

1

■
取
組
み
の
概
要

•
平
成
２
４
年
度
よ
り
⻑
岡
市
危
機
管
理
防
災
本
部
の

事
業
と
し
て
実
施

•
⾃
主
防
災
組
織
も
し
く
は
⾃
治
会
と
協
働
し
て

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
地
図
を
作
成
す
る

•
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
、
⼤
地
の
会
、
⽣
活
情
報

ネ
ッ
ト
な
が
お
か
と
連
携
し
て
対
応

•
平
成
２
４
年
度
は
旧
栃
尾
市
沖
布
・
天
平
地
区
、

旧
中
之
島
町
中
興
野
地
区
で
実
施

•
作
成
し
た
地
図
は
防
災
科
研
主
催
の

「
e-
防
災
マ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
展

2

目
的

水
害

が
起

こ
っ

た
際

に
地

域
に

ど
の

よ
う

な
危

険
が

潜
ん

で
い

る
か

を
地

域
の

皆
さ

ん
と

一
緒

に
確

認
す

る
こ

と
で

、
情

報
の

共
有

を
図

り
ま

す
。

水
害

時
に

起
こ

り
え

る
危

険
（
課

題
）
に

対
し

て
地

域
で

ど
の

よ
う

に
対

処
し

た
ら

良
い

か
を

地
域

の
皆

さ
ん

と
一

緒
に

考
え

、
備

え
を

す
す

め
る

こ
と

で
、

災
害

に
強

い
地

域
づ

く
り

を
す

す
め

ま
す

。

地
域

の
防

災
に

つ
い

て
一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

？
（
水

害
編

）

第
１

回
防

災
座

談
会

地
域

の
危

険
個

所
等

の
洗

い
出

し

実
施

内
容

第
２

回
防

災
座

談
会

地
域

課
題

の
再

検
討

と
地

図
の

作
成

第
３

回
防

災
座

談
会

（
予

備
）

地
域

で
の

防
災

活
動

の
検

討

第
４

回
防

災
座

談
会

成
果

発
表

自
助

公
助

共
助

災
害

は
い

つ
や

っ
て

く
る

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

そ
し

て
必

ず
し

も
い

つ
も

行
政

に
よ

る
支

援
（
公

助
）
が

当
て

に
な

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
だ

か
ら

こ
そ

、
自

分
で

自
分

や
家

族
の

身
を

守
る

自
助

や
、

自
分

だ
け

で
は

何
と

か
な

ら
な

い
時

に
隣

近
所

で
助

け
合

う
共

助
が

必
要

に
な

っ
て

き
ま

す
。

特
に

共
助

に
つ

い
て

は
日

ご
ろ

か
ら

隣
近

所
の

方
々

と
話

し
合

っ
て

お
く
こ

と
が

大
切

で
す

。

ま
た

、
日

ご
ろ

か
ら

自
分

の
地

域
で

ど
ん

な
災

害
が

起
こ

る
可

能
性

が
あ

る
の

か
、

そ
の

イ
メ

ー
ジ

づ
く
り

を
し

て
お

く
こ

と
も

大
切

な
災

害
へ

の
備

え
の

一
つ

で
す

。

防
災

座
談

会
を

進
め

る
上

で
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

、
地

域
の

様
々

な
年

代
や

性
別

の
方

々
に

話
し

合
い

に
加

わ
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
多

様
な

意
見

や
見

方
を

共
有

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
地

域
全

体
を

巻
き

込
ん

だ
活

動
に

つ
な

げ
る

可
能

性
が

広
が

っ
て

き
ま

す
。

な
る

べ
く
様

々
な

立
場

の
方

に
参

加
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

地
域

に
ど

ん
な

危
険

が
潜

ん
で

い
る

か
地

図
な

ど
を

使
っ

て
確

認
し

ま
す

。

前
回

作
成

し
た

地
図

を
元

に
再

度
詳

細
に

状
況

を
確

認
し

て
、

災
害

時
の

状
況

を
共

有
し

ま
す

地
域

で
出

来
る

防
災

へ
の

備
え

や
防

災
活

動
な

ど
を

地
域

で
検

討
し

ま
す

。

成
果

を
発

表
し

、
地

域
の

皆
さ

ん
に

周
知

し
ま

す
。

危
険

個
所

や
活

動
の

成
果

を
加

え
た

防
災

マ
ッ

プ
を

各
戸

へ
配

布
す

る
予

定
で

す
。

■
取
り
組
み
に
お
け
る
考
え
⽅

ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を
考
慮
す
る

–
⾏
政
の
ス
ケ
ー
ル

1/
10
,0
00
や
1/
25
,0
00
な
ど

•
総
合
的
な
政
策
を
検
討
す
る
た
め
の
ス
ケ
ー
ル

–
住
⺠
の
ス
ケ
ー
ル

1/
1,
50
0や

1/
2,
50
0な

ど
•
地
物
と
し
て
建
物
や
⼩
さ
な
構
造
物
を
意
識
で
き
る
ス
ケ
ー
ル

+
⼀
つ
の
仮
説

微
地
形
を
含
む
⼟
地
の
起
伏
を
⼤
縮
尺
で
理
解
す
る
こ
と
が
住
⺠
の
被
災
経
験
を

正
確
に
想
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、
的
確
な
対
策
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

→
⽴
体
視
可
能
な
地
形
図

段
彩
図

を
⽤
意

防
災
・
減
災
対
策
に
は

ス
ケ
ー
ル
の
違
う
取
り
組
み
を

相
互
補
完
的
に
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

空
間
を
⽴
体
的
に
把
握
で
き
る

背
景
図
を
提
供
し
た
場
合
の
効
果
を
検
証

4

25



5

作
成
し
た
４
つ
の
背
景
図

6

各
地
区
2回

＋
合
同
会
議
1回

を
経
て
作
成
さ
れ
た
地
図

7

防
災
科
研

eコ
ミ
マ
ッ
プ
へ
の
展
開

ｋ
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■
知
⾒
と
今
後
の
展
開

•
地
域
防
災
計
画
上
の
指
定
避
難
所
へ
⾏
く
に
は
川
を
渡
る
必
要
が
あ
る

•
こ
れ
ま
で
の
浸
⽔
被
害
で
も
⽐
較
的
早
く
⾞
に
よ
る
移
動
が
難
し
く
な
る

•
⼭
側
で
は
⼟
砂
崩
れ
が
頻
発
す
る

地
域
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け
で

は
安
全
を
確
保
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

•
豪
⾬
、
も
し
く
は
洪
⽔
時
の
⽔
の
動
き
を
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
図
⽰
し
、

早
く
逃
げ
る
必
要
が
あ
る
場
所
を
特
定

•
湛
⽔
は
早
く
解
消
さ
れ
る
可
能
性
が
⾼
く
、
そ
の
後
の
対
応
を
考
え
て
⾞

は
早
急
に
地
区
内
の
浸
⽔
し
な
い
場
所
に
移
動

•
避
難
準
備
情
報
発
令
時
で
あ
れ
ば
橋
を
渡
れ
る
た
め
、
要
援
護
者
の
い
る

世
帯
の
早
期
避
難
を
地
域
で
促
す

こ
れ
ま
で
の
被
災
経
験
で
得
ら
れ
た
教
訓
を

元
に
、
現
実
的
な
対
応
策
を
検
討

改
正
災
害
対
策
基
本
法
で
謳
わ
れ
る

「
緊
急
避
難
所
の
設
定
」

「
地
域
発
意
に
よ
る
地
区
防
災
計
画
の
策
定
」

等
へ
の
展
開
の
可
能
性

9
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マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
避

難
情

報
の

発
信

新
潟

大
学

災
害

・
復

興
科

学
研

究
所

井
ノ

口
宗

成

「
水

害
に

強
い

信
濃

川
下

流
域

づ
く
り

推
進

協
議

会
」

2
0
1
3年

7
月
5
日

第
１

回
幹

事
会

1

収
集

す
る

蓄
積

す
る

集
約

す
る

発
信

す
る

廃
棄

す
る

現
実

共
有

す
る

個
別

利
用

す
る

エ
ク

ス
タ

ー
ナ

ル
・
ユ

ー
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
ル

・
ユ

ー
ス

IC
Tか

ら
は
10

年
以

上
も

前
の

議
論

被
災

者
は

ど
う

行
動

し
た

か

対
応

従
事

者
は

ど
う

行
動

し
た

か

次
の
1
0年

は
・
・・

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

ど
う

受
け

る
か

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

ど
う

受
け

る
か

社
会

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

性

2

適
切

な
避

難
行

動
の

重
要

性

津
波

警
報

・
注

意
報

東
日

本
大

震
災

(2
0
1
1
年
3
月
1
1
日

1
4
時
4
6
分
)

津
波

の
襲

来
（宮

古
市

）

•
家

屋
被

害
•

全
壊
:1
2
9
,1
0
1
棟

•
半

壊
:2
5
4
,0
5
7
棟

適
切

な
避

難
行

動
に

む
す

び
つ

く
，

各
被

災
者

個
人

が
必

要
と

し
て

い
る

「
き

め
細

や
か

な
情

報
」を

確
実

に
届

け
ら

れ
た

の
だ

ろ
う

か
．

警
報

・注
意

報
は

出
て

い
な

が
ら

も
「我

が
こ

と
意

識
」
を

持
た

な
か

っ
た

被
災

者
も

多
い

．

•
人

的
被

害
•

死
亡

：
1
5
,8
5
4
名

•
行

方
不

明
：
3
,1
5
5
名

3

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

の
位

置
づ

け

情
報

の
解

像
度

（詳
細

度
）

気
象

庁
＋

テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

国
交

省
地

方
自

治
体

＋
W
e
b
サ

イ
ト

地
方

自
治

体
＋

防
災

無
線

・
サ

イ
レ

ン

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

地
域

メ
デ

ィ
ア

地
域

メ
デ

ィ
ア

高
い

低
い

対象範囲

個
人

・
移

動
体

家
庭

オ
フ

ィ
ス

4
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ス
マ

ホ
に

お
け

る
G
P
S機

能
・ア

プ
リ

•
G
P
S（

ス
マ

ホ
）

•
X
（
経

度
）
Y（

緯
度

）
Z（

標
高

）

•
水

平
・鉛

直
精

度

•
観

測
時

刻

•
（
速

度
・
加

速
度

等
）

•
G
P
S‐
Tr
k（
iP
h
o
n
e
用

既
存

ア
プ

リ
）

•
○

上
記

の
ロ

グ
を

取
る

こ
と

が
出

来
る

•
○
G
P
S取

得
間

隔
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る

•
○

一
度

起
動

す
れ

ば
，

設
定

さ
れ

た
時

間
間

隔
で

自
動

的
に

ロ
グ

を
D
ro
p
b
o
x/
iC
lo
u
d
/m

ai
lに

送
信

•
○

時
間

間
隔

も
変

更
で

き
る

•
○

形
式

も
K
M
L,
K
M
Z,
G
P
X

•
×

価
格

：
1
,2
0
0
円

／
1台

•
×

ユ
ー

ザ
管

理
（個

人
識

別
）が

で
き

な
い

•
△
G
IS

と
の

連
携

が
難

し
い

5

大
学

本
部

事
務

職
員
2
名

の
活

動
範

囲
を

比
較

居
住

地
が

異
な

る
た

め
同

じ
職

場
で

あ
っ

て
も

移
動

範
囲

は
異

な
る

こ
の

差
は

何
に

ど
う

影
響

を
お

よ
ぼ

す
の

か

6

本
部

職
員
A
の

移
動

記
録

G
ro
up
1

G
ro
up
3

G
ro
up
2

内
部

の
み

7

本
部

職
員
A
の

活
動

範
囲

②
の

詳
細

内
部

の
み

8
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研
究

補
佐

員
A
の

移
動

の
全

体

9

携
帯

端
末

を
利

用
し

た
生

活
行

動
範

囲
の

把
握

•
い

つ
も

「
住

所
＝

居
住

地
」
に

居
る

と
は

限
ら

な
い

•
通

学
・
通

勤
経

路

•
生

活
を

営
む

地
域

（
買

い
物

・
行

楽
）

•
位

置
情

報
を

記
録

す
る

こ
と

で
個

々
の

生
活

パ
タ

ー
ン

が
見

え
る

（は
ず

）
•

ス
マ

ホ
の
G
P
S機

能
を

活
用

し
，

日
々

の
位

置
情

報
を

移
動

情
報

と
し

て
記

録
．

•
平

日
／

週
末

は
，

ど
の

時
間

に
ど

こ
に

い
る

か
．

ど
の

道
を

通
っ

て
移

動
し

て
い

る
か

．

生
活

圏

通
勤

圏

移
動

履
歴

の
活

用
例

通
学

圏
★

居
住

地

異
常

時
災

害
時

1
0

な
ぜ

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

な
の

か

地
震

発
生

1
1

な
ぜ

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

な
の

か

地
震

発
生

津
波

警
報

・
注

意
報

避
難

所
・
避

難
場

所
開

設
状

況

電
気

・
ガ

ス
・
水

道
停

止
・
復

旧
救

援
物

資
配

布
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
企

業

建
物

・
道

路
被

害

気
象

庁

TV
ニ

ュ
ー

ス

自
治

体
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
/P
D
F

1
2
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な
ぜ

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

な
の

か

地
震

発
生

津
波

警
報

・
注

意
報

避
難

所
・
避

難
場

所
開

設
状

況

電
気

・
ガ

ス
・
水

道
停

止
・
復

旧
救

援
物

資
配

布
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
企

業

建
物

・
道

路
被

害

気
象

庁

TV
ニ

ュ
ー

ス

自
治

体
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
/P
D
F

逃
げ

る
べ

き
か

否
か

ど
の

経
路

で
逃

げ
る

べ
き

か

ど
こ

が
最

も
近

い
避

難
所

か

い
つ

ま
で

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
停

止
か

ど
こ

な
ら

復
旧

し
て

い
る

か

1
3

津
波

警
報

・注
意

報

避
難

場
所

・
避

難
所

停
電

断
水

ガ
ス

停
止

津
波

が
襲

う
可

能
性

あ
り

最
寄

り
避

難
所

は
X

C
F

RX
M

水
は

使
え

な
い

東
に

行
け

ば
ガ

ス
が

×

B
S

T
Z

E
場

所
Zで

救
援

物
資

を
配

布
し

て
い

る

電
気

・
ガ

ス
・
水

道
停

止
・
復

旧
状

況

救
援

物
資

配
布

×
×

×
黄

色
の

ル
ー

ト
が

避
難

に
は

適
す

る
道

路
被

害

H
e
re
 &
 N
o
w

位
置

座
標

＋
“
い

ま
（
時

間
）
”

H
e
re
 &
 N
o
w

位
置

座
標

＋
“
い

ま
（
時

間
）
”

な
ぜ

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

な
の

か

地
震

発
生

1
4

マ
イ

ク
ロ

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
情

報
配

信
方

法

1
5

G
IS

レ
イ

ヤ
ー

空
間

処
理

サ
ー

バ
ー

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

X
Y
座

標
レ

イ
ヤ

ー
＋

属
性

値

H
e
re
&
N
o
w

で
情

報
の

抽
出

H
e
re
&
N
o
w

情
報

G
P
S記

録

X
YZ

＋
ユ

ー
ザ

情
報

B
ig
D
at
a

H
er
e&

N
o
w

で
必

要
な

情
報

を
抽

出
す

る

1
6
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H
er
e&

N
o
w

で
津

波
の

危
険

度
を

知
る G
IS

レ
イ

ヤ
ー

空
間

処
理

サ
ー

バ
ー

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

X
Y
座

標
レ

イ
ヤ

ー
＋

属
性

値

H
er
e
&
N
o
w

で
情

報
の

抽
出

H
er
e&

N
o
w

情
報

G
P
S記

録

X
Y
Z＋

ユ
ー

ザ
情

報

新
潟

市
津

波
避

難
施

設

新
潟

県
津

波
浸

水
想

定

浸
水

深

H
er
e
&
N
o
w

の
浸

水
深

新
大

の
サ

ー
バ

で
暫

定
的

に
代

用

B
ig
D
at
a

1
7

新
潟

市
に

お
け

る
津

波
想

定
＋

最
寄

り
避

難
所

Ｄ
ｅ
ｍ

ｏ

1
8

き
め

細
や

か
な

情
報

配
信

を
実

現
す

る
た

め
に

•
い

か
に

し
て

「
個

々
人

に
情

報
を

届
け

る
か

」
を

検
討

し
、

発
災

前
後

に
お

け
る

適
切

な
行

動
を

と
っ

て
も

ら
う

•
情

報
の

質
の

向
上

•
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上

•
平

時
の

利
用

か
ら

•
防

災
に

対
す

る
意

識
啓

発
向

上
に

寄
与

す
る

•
過

去
の

水
害

発
生

状
況

を
配

信
し

、
意

識
を

高
め

る

•
い

ざ
と

い
う

と
き

に
向

け
て

•
社

会
基

盤
・資

産
の

情
報

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

•
早

期
の

情
報

配
信

体
制

の
確

立

•
「
い

つ
も

使
っ

て
い

る
」
「
１

つ
の

仕
掛

け
」
で

包
括

的
・
継

続
的

に
情

報
配

信
し

、
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

を
高

め
る

1
9
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データ放送による防災情報の提供 

平成２５年７月５日 

ＮＨＫ新潟放送局放送部長 福田俊作 

 

 

＜データ放送コンテンツ（防災関連）＞ 

 

平常時 

○河川水位情報 

 ・「新潟県防災情報システム」を経由して提供される情報を自動表示 

 ・６２か所の水位観測所、３１か所の雨量観測所の情報を表示 

 ・１０分おきに情報を更新 

○避難所 ○ライフライン ○休日夜間診療所 ○防災メモ 

○ニュース 

 

災害時 

○河川水位情報 

・水位観測所ごとの危険度を表示 

○避難情報 

 ・「避難指示」「避難勧告」など県から提供された自治体・地域ごとの避難情報を 

表示 

○開設避難所 

・自治体に取材して入力 

○ニュースによる災害情報 

○ライフライン・生活情報 

 ・自治体や交通・ライフライン事業者に取材して入力 

 

 

 

 

※テレビ・ラジオの放送やＷＥＢページとの情報の共有・連動 

 

※「公共情報コモンズ」経由での情報提供へ 
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